
令和元年６月１４日
嘉麻市 地域活性推進課

令和元年度デマンドバス試行運行について
（MONETとの連携協力）

総務財政委員会資料



※添付資料
・MONETホームページ、会社概要、NEWS https://www.monet-technologies.com/
・覚書
・関係新聞記事（2019年(平成31年)2月19日 西日本新聞）

嘉麻市は、2019年(平成31年)2月8日に、ソフトバンク株式会社とトヨタ自動車株式会社の
共同出資会社であるMONET Technologies株式会社（モネ・テクノロジーズ、以下
「MONET」）と、次世代のオンデマンドモビリティサービスの提供に向けて連携を開始した。

現状の連携内容等は下記のとおり。
記

◇連携内容・・・覚書のとおり。（次頁参照）
◇具体的な取組内容・・・今後、MONETと協議決定し、連携協力を図る。
◇現在想定している市の取組イメージ

2020年4月に全地域運行開始を予定しているデマンドバスを2019年(平成31年)度に部分
的に前倒し運行。
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MONET サミットへの参加について

平成３１年３月２８日、自治体、企業、報道陣総勢６００名以上が参加した「MONET
サミット」へ参加。
MONET Technologies㈱の戦略や展望を全国の自治体や企業にアピールし広くパート
ナーを募った。実際に自治体と始めている実証実験やパートナー企業との新しいビジネ
スモデルも紹介され、全国１７自治体との連携発表に関しても紹介が行われた。

赤間市長とMONET Technologies㈱ 宮川社長
フォトセッションの様子

自治体との連携発表についての紹介
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MONET Technologies㈱との主な取り組み内容

デマンド交通に関する連携協力

嘉麻市の現状 デマンド交通導入後

山間部の長大路線を走る大型車両
少ない乗客

バス停まで遠くて不便

便数が少なく待ち時間がかかる 事前登録後、電話やアプリで配車

事前登録後、電話やアプリで配車

予約者同士の乗合で効率的に目的地へ

※ デマンド交通とはバスとタクシーの要素を融合させた新しい移動手段

バスの要素 バス車両により設置された乗降場所（バス停）の間を乗合で運行。

タクシーの要素 １人１契約で利用者の要望に応じて自由経路を運行。（乗合でない）

デマンド型運行 事前の予約を受け必要に応じ乗合運行を行う移動手段。
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デマンド型運行 電話予約のフロー（イメージ）
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一部地区
オンデマンドサービス

嘉麻市全域
オンデマンドサービス

2019年度

下期

嘉穂地区運行スタート 全地区運用開始 全地区運行継続

2020年度

上期

2021年度 20××年 半ば

導入へ

自動運転実証実験

稲築地区（２台）、碓井地区（１
台）、山田地区（２台）を追加

オンデマンドサービス継続
データ集積

嘉穂地区（２台）

・デマンド型運行事業者を選定
・事業経営の許可、事業計画の認可
・運賃や車両等の届け出、運転手の確保、研修
・予約事務所の準備、車両の準備
・2019（令和元）年10月以降～ 嘉穂地区での試行運行を開始（※MONET連携）
・2020（令和２）年4月～全地域での運行開始（※交通網形成計画、運行計画のとおり）

今後の取り組み
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区域面積が大きく、集落が点在し、定時定路線運
行があまり有利でない嘉穂地域においてデマンド
バス運行を試行する。



今後のスケジュールについて（イメージ）

事項 Ｈ31.4月～Ｒ1.6月 Ｒ1.7月～９月 10月～12月 Ｒ2.1月～３月

業者選定
公共交通会議

車輌準備

システム準備

運行準備

試行運行開始

嘉麻市議会

概要説明 補正予算

想定される経費（整理中）
・運行委託経費 ・システム経費
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